
ヘ
!
ゲ
ル

『
法
哲
学
』

の
生
成
と
理
念

(
序
)

|
|
イ
ル
テ
ィ

ン
グ

・
テ
i
ゼ
と
そ
の
批
判
|

|

水

野

建

雄

一
九
七
三
年
か
ら
七
四
年
に
か
け
て
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
よ
っ
て
編
集
刊
行
さ
れ
た
『
へ

I
ゲ
ル
法
哲
学
講
義

一
八
一
八
i

一
八
コ
二
』
(
全
四
巻
)
tま

一
人
二

O
年
に

刊
行
さ
れ
た

へ
l
ゲ
ル
の
『
法
哲
学
綱
要
|
自
然
法
と
国
家
学

l
b
(以
下
こ
の
刊
行
本
を

『
法
哲
学
』
と
略
記
)
の
成
立
史
に
関
し
て
、

(
2
)
 

と
共
に
重
要
な
問
題
提
起
を
行
な
っ
た
。
そ
れ
は
「
今
世
紀
に
お
け
る
へ

l
ゲ
ル
研
究
の
事
件
の
一
つ
」
と
も
評
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

膨
大
な
講
義
録
の
編
集
提
示

へ
l
ゲ
ル
は
『
法
哲
学
』
刊
行
以
前
に
「
自
然
法
と
国
家
学
」
の
講
義
を
、

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
で
一
回
(
一
八
一
七
|
一
八
年
の
冬
学
期
)
と
ベ
ル
リ
ン
大
学
就

任
直
後
か
ら
二
回
(
一
八
一
八
i

一
九
年
、

一
八
一
九
|
二

O
年
の
各
学
期
)
行
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ベ
ル
リ
ン
最
初
の
一
八
一
八
!
一
九
年
の
講
義
に
つ
い
て
の
ホ

l

マ
イ
プ
l
(
C
・
の
・
出
0
5
0
3
5
に
よ
る
講
義
筆
記
録
は
、

旧
王
立
プ
ロ
イ
セ
ン
図
書
館
の
へ

l
ゲ
ル
遺
稿
と
し
て
そ
れ
ま
で
そ
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
た
も
の
の
評
価

の
明
る
み
に
出
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
イ
ル
テ

ィ
ン
グ
は
こ
れ
を
編
集
し
て
、

へ
i
ゲ
ル
法
哲
学
研
究
史
の
重
要
な
ド
キ

ュ
メ
ン
ト
し
て
位
置
づ
け

た。

ま
た
、

『
法
哲
学
』
刊
行
以
後
ベ
ル
リ
ン
で
合
計
四
回
行
な
わ
れ
た
講
義
(
一
八
二
一

B

・s・
-
一
一
二
年
、

一
八
二
二
i

二
三
年
、

一
入
二
四
i

二
五
年
、

一
八
一
一
二
年

の
各
冬
学
期
)

の
講
義
筆
記
録
も
、
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
よ
っ
て
そ
の
全
貌
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
編
集
版
「
法
哲
学
」
に
よ
っ
て
、
『
法
哲
学
』

刊
行
前
後
の
講
義
筆
記
録
が
、

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
時
代
の
講
義
録
と
ベ
ル
リ
ン
で
の
『
法
哲
学
』
完
成
直
前
の
講
義
録
を
除
い
て
、
す
べ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ

る

と
こ
ろ
が
、

一
九
八
三
年
に
到
っ
て
、
こ
れ
ま
で
そ
の
存
在
す
ら
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
全
く
新
し
い
資
料
が
、

D
・へ

ン
リ
ッ
ヒ
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
公
刊
さ
れ
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へ
1
ゲ
ル
『
法
哲
学
』
の
生
成
と
理
念

二

O

た
。
そ
れ
は
、

、
ベ
ル
リ
ン
で
の
第
二
回
目
の
、
『
法
哲
学
』
に
直
結
す
る
一
八
一
九

l
二

O
年
冬
学
期
の
講
義
筆
記
録
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、

へ
γ
リ
ッ
ヒ
が
語
る
よ
う

へ
i
ゲ
ル
法
哲
学
研
究
の
基
礎
を
飛
躍
的
に
拡
大
さ
せ
る
は
ず
の
画
期
的
新
資
料
で
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
同
じ
一
九
八
三
年
に
、

イ
ル
テ
ィ
ン
グ
縞
の

『へ

i

バ
タ
ル
法
哲
学
』
と
九

へ
l
ゲ
ル
・
ア
ル
ヒ

i
フ
の
共
同
研
究
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
『
へ

i
ゲ
ル
自
然
法
と
国
家
学
講
，
義
』
の
刊
行
に
よ
っ
て
、

(
4
)
 

の
講
義
に
つ
い
て
の
法
学
生
ヴ
ァ
ン
ネ
ン
マ
ン
(
同
」
司
自

5
E国
防
ロ
ロ
)
に
よ
る
筆
記
録
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
に
到
っ
た
。

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
時
代

こ
う
し
て
今
、

へ
l
ゲ
ル
の
法
哲
学
講
義
の
全
筆
記
録
が
出
揃
っ
た
こ
と
に
な
り
、
『
法
哲
学
』
研
究
も
と
れ
ら
講
義
筆
記
録
の
全
貌
を
視
野
に
入
れ
て
再
検
討
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
と
い
え
る
。
と
く
に
『
法
哲
学
』
成
立
史
に
か
か
わ
る
問
題
に
か
ぎ
っ
て
み
れ
ば
、

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
時
代
の
ヴ
ァ
ン
ネ
ン
マ
ン
筆
記
録
、
ベ
ル

リ
ン
時
代
最
初
の
ホ

l
マ
イ
ア

i
筆
記
録
お
よ
び
へ
ン
リ
ッ
ヒ
発
見
の
筆
記
録
に
つ
い
て
の
理
論
的
研
究
は
、

「
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
・
エ
ン
チ
ク
ロ
ベ
デ
ィ
!
」

の
検
討

と
共
に
、

不
可
欠
の
作
業
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
現
に
、
新
し
い
資
料
状
況
を
前
に
し
て
、

へ
i
ゲ
ル
の
法
哲
学
を
改
め
て
現
実
的
政
治
状
況
と
体
系
お
よ
び
影
響

史
の
連
関
の
下
で
再
検
討
し
よ
う
と
す
る
研
究
が
進
ん
で
い
る
。
最
近
行
な
わ
れ
た
、
ポ
ッ
フ
ム
の
へ

l
ゲ
ル

ア
ル
ヒ

i
フ
と
フ
ラ
ン
ス

ポ
ワ
チ
ェ
大
学
の
へ

i
ゲ

ル
研
究
グ
ル
ー
プ
と
の
共
同
研
究
は
、
そ
う
し
た
試
み
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
成
果
は
、
最
新
刊
の
『
へ

i
ゲ
ル
の
法
哲
学
l
l
j
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
憲
法
制
度
史
の
連
関
に
お

(
5
)
 

け
る

l
i』
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
た
。
こ
の
序
文
で
は
、

こ
れ
ま
で
未
知
だ
っ
た
ヴ
ァ
ン
ネ
ソ
マ
ン
筆
記
録
と
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
発
見
の
筆
記
録
が
、

〈

6
)

況
を
、
深
め
修
正
し
て
、
改
め
て
へ

i
ゲ
ル
研
究
に
取
り
く
む
べ
き
可
能
性
を
示
し
て
い
る
」
こ
と
か
ら
、
共
同
研
究
が
必
然
的
だ
っ
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。

「
こ
れ
ま
で
の
研
究
状

イ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
ほ
ぼ
一

O
年
前
に
提
示
し
た
資
料
状
況
の
局
四
は
は
る
か
に
拡
大
さ
れ
、

ま
た
、

そ
の
資
料
分
析
に
も
と
づ
い
て
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
提
起
し
た
問
題

も
一
応
の
結
着
を
み
て
、
今
、

へ
i
ゲ
ル
の
法
哲
学
を
多
面
的
な
パ

l
ス
ベ
ク
テ
ィ
ヴ
に
お
い
て
新
た
に
検
討
す
る
ー
万
向
に
進
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
か
か
る
動

向
は
、
「
最
近
の
一

0
年
間
の
論
議
は
、
法
哲
学
と
政
治
的
現
実
と
の
対
決
と
い
う
地
平
上
で
展
開
さ
れ
て
き
た
。

政
治
状
況
に
直
而

し
か
し
こ

の
論
議
は
し
ば
し
ば
、

し
て
の
思
想
上
の
成
果
を
問
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
個
人
の

〔
体
制
へ

の〕

順
応
(
〉
E
3
5
5
0己主
5
5
.が
法
哲
学
の
体
系
的
構
想
に
と
っ
て
:
:
:
ど
の
程
度
重
要
な
こ

ハ
7
)

と
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
い
を
明
ら
か
に
し
な
い
ま
ま
に
へ

l
ゲ
ル
個
人
の
立
場
を
問
う
こ
と
へ
と
短
絡
し
て
き
た
」
と
い
う
反
省
を
含
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
イ
ル
テ

ィ
ソ
グ
に
よ
る
問
題
提
起
と
そ
れ
に
対
す
る
批
判
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
議
論
に
つ
い
て
の
反
省
で
あ
る
と
い
え
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
に
語
る
イ
エ
シ
ュ
ケ
は
、
こ
れ

ま
で
の
議
論
が
無
益
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
か
か
る
議
論
を
基
礎
に
し
て
今
さ
ら
に
先
に
進
む
必
要
性
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
っ
た
い
イ
ル
テ

ィ
ン
グ
問
題
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
論
議
と
は
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
私
た
ち
は
、
新
資
料
を
含
む
へ

l
ゲ
ル
の
法
哲
学
の
理
論
的
検
討
と
い
う
諜
題
に
進
む
た
め
に



も
、
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
問
題
と
そ
れ
に
つ
い
て
の
批
判
的
論
議
を
整
理
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
思
う
。

さ
て
、

イ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
提
起
し
た
問
題
と
は
次
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

へ
l
ゲ
ル
は
一
八
一
九
年
の
反
動
的
政
治
状
況
の
下
で
「
自
衛
」
の
た
め
に
体
制
に

し
た
が
っ
て
『
法
哲
学
』
は
へ

l
ゲ
ル
の
リ
ベ
ラ
ル
な
真
意
を

(
8
)
 

「
カ
今
ラ
ー
ジ
ュ
」
(
叶
山
門
口
EMMむ
し
た
著
作
で
あ
っ
て
、
「
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
信
窓
性
は
否
認
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
(
ロ
巴
ロ
伊
戸
ロ
O
)

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
全
く

「
順
応
」
し
、
そ
の
結
果
自
己
の
政
治
的
立
場
を
変
更
し
て
『
法
哲
学
』
の
原
稿
を
「
改
作
」
し
た
、

の
尋
常
な
ら
ざ
る
状
況
下
で
生
み
出
さ
れ
た
『
法
哲
学
』
は
「
一
つ
の
著
作
」
で
は
あ
っ
て
も
、

「
基
準
と
な
り
う
る
叙
述
と
み
な
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
」

(
ロ
江
口
伺

戸
口
ω)
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
小
論
で
は
、
こ
の
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
提
起
し
た
命
題
l
|
イ
ル
テ
ィ
ソ
グ
・
テ

i
ゼ
と
よ
ん
で
お
く
l
l
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
批

判
に
つ
い
て
、

(
1
)
司
法
哲
学
』
に
お
け
る
叙
述
の
変
容
の
問
題
、

(2)
順
応
と
立
場
変
更
の
根
拠
の
問
題
、

(
3
)
 
へ
l
ゲ
ル
の
リ
ベ
ラ
ル
性
(
ピ
σ
0
3口
広
門
)
に
関

す
る
問
題
に
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
整
理
し
、
合
わ
せ
て
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
テ
!
ゼ
の
有
効
性
の
範
闘
を
確
認
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

前
述
の
テ

i
ゼ
は
、
そ
の

『
へ
i
ゲ
ル
法
哲
学
講
義
』
第
一
巻
に
付
さ
れ
た
長
大
な
序
文
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
諮
ら
れ
て
い
る
。

『
法
哲
学
』
の
根
本
構
想
は
き
わ
め
て
リ
ベ
ラ
ル
で
あ
り
、
ま
た
;
:
:
進
歩
的
で
あ
る
が
、

し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
根
本
構
想
は
へ

i
ゲ
ル
の
順
応

に
よ
っ
て
は
な
は
だ
不
明
瞭
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
強
調
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

へ
l
ゲ
ル
は

一
八
一
九
年
五
月
二
日
と
一
一
月
一
一
一
一
日
の
聞
に
、

カ

ノレ

ス

ト
協
約
お
よ
び
そ
の
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
け
る
布
告
の
影
響
下
に
あ
っ
て
政
治
的
に
方
向
転
換
し
た
こ
と
、
そ
し
て
す
で
に
印
刷
に
付
す
ば
か
り
に
な
っ
て
い
た
『
法
哲

尚
早
d

』
に
、

一
八
一
九
年
一

O
月
と
一
八
二

O
年
六
月
の
間
に
改
作

(
C
E
R
E
-
7己
m)
を
施
し
、

そ
し
て
そ
れ
が
結
果
的
に
復
古
政
治
へ
の
非
本
質
的
な
ら
ざ
る
順
応

に
な
っ
た
こ
と
、
こ
の
こ
と
を
疑
う
理
由
は
何
ら
存
在
し
な
い
。

一
八
一
九
年
以
前
の
へ

i
ゲ
ル
の
言
表
と

八
二

O
年
の
『
法
哲
学
』
に
お
け
る
そ
れ
に
対
応
す
る

-
一
一
口
表
と
の
間
の
矛
盾
は
、
こ
の
こ
と
か
ら
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
(
口
江
口
m
w
F
g
N
)

こ
こ
に
、

イ
ル
テ
ィ
ソ
グ
・
テ

l
ゼ
の
主
題
を
な
す
三
つ
の
主
張
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

第
一
点
は
、

司
法
哲
学
』
の
基
本
的
立
場
は
リ
ベ
ラ
ル
で
進
歩
的
で
あ
っ
た

哲
学
・
思
想
論
集
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ヘ
ー
ゲ
ル
『
法
哲
学
』
の
生
成
と
理
念

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
点
は
順
応
と
立
場
変
更
が
『
法
哲
学
』
を
改
作
に
導
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
付
に
つ
い
て
は
説
明
が
必
要
で
あ
る
。

へ
1
ゲ
ル
は
、

一
八
一
九
年
五
月
二
日
に
ベ
ル
リ
ン
・
ブ
ル
シ

ェ
ン
シ
ャ
フ
ト
が
ベ
ル
リ
ン
の
ピ
ッ
ヒ
ェ
ル
ス
ベ
ル
グ
で
挙
行
し
た
祝
典
に
ベ
ル
リ
ン
の
同
僚
デ

・
ヴ
ェ
ッ
テ
、

シ
ュ
ラ

イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
な
ど
と
共
に
招
待
さ
れ
参
加
し
た
。

一
八
一
八
年
に
結
成
さ
れ
た
全
ド
イ
ツ
・

ブ
ル
シ
ェ
ソ
シ
ャ
フ
ト
は
、
こ
の
頃
に
は
内
部
分
裂
を
お
こ
し
て
、

カ

ー
ル
・
フ

ォ
レ
ン
を
中
心
と
す
る
ギ

i
ゼ
ン
黒
衣
派

(
C
2
8句
ω(川
町
者
問
円
見
出
)
お
よ
び
彼
の
ま
わ
り
の
小
グ
ル
ー
プ
の
絶
対
派
(
ロ
ロ
ぴ
色
区
間
百
ロ
)
な
ど
の
急
進
派
と
そ

れ
か
ら
距
離
を
と
る
穏
健
派
に
分
か
れ
て
い
た
。
ベ
ル
リ
ン
赴
任
後
未
だ
数
ヶ
月
し
か
経
て
い
な
い
こ
の
頃
、

へ
1
ゲ
ル
は
少
な
く
と
も
穏
健
派
ブ
ル
シ
ェ
ン
シ
ャ
フ

ト

と
親
密
な
結
び
つ
き
が
あ
り
、

ま
た
こ
の
点
で
も
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
や
デ
'
ヴ
ェ
ッ
テ
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
し
か
し
、
デ
マ
ゴ
ー
グ
狩
り
、

カ
ー
ル
ス
パ
ー
ト

協
約
実
施
下
の
政
治
的
に
困
難
な
状
況
の
も
と
で

(
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
節
で
問
題
に
す
る
)
、

一
一
月
二
一
一
日
に
は

へ
!
ゲ
ル
は
、

イ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、

ア

ヴ
ェ
ッ
テ
の
解
織
に
つ
い
て
当
局
の
措
置
を
支
持
す
る
発
言
を
し
て
、
デ
・
ヴ
ェ
ッ
テ
、

シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ

l

フ
リ
ー
ス
か
ら
、
ま
た
ブ
ル
シ
ェ
ン
シ
ャ
フ
ト
の

政
治
的
活
動
か
ら
は
っ
き
り
距
離
を
と
り
は
じ
め
、
「
彼
ら
に
責
任
を
負
わ
せ
よ
う
と
し
た
」

2
1
5
m
L
-
8
3
0
「
す
で
に
一
八
一
九
年
一
一
月
一
一
一
日
に
饗
は
投
げ
ら
れ

た
」
の
で
あ
る
(
口
江
口

mwH・
2)。
か
く
て
へ

l
ゲ
ル
は
、
一
八
一
九
年
一

O
月
一
八
日
の
プ
ロ
イ
セ
ン
新
検
閲
規
定
を
含
む
協
約
実
施
に
直
面
し
て
、
す
で
に
印
刷
準
備

の
整
っ
た
『
法
哲
学
』
の
草
稿
の
公
刊
を
断
念
し
廃
棄
し
て

(
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
こ
れ
を
「
失
な
わ
れ
た
草
稿
」

と
よ
ん
で
い
る
)
、

一
八
二

O
年
六
月
二
五
日
に

『
法

哲
学
』
序
文
を
完
成
す
る
ま
で
の
問
に
、
改
作
し
た

D

第
一
ニ
点
は
、

し
た
が
っ
て
、

一
八
一
九
年
一
二
月
二
五
日
に
終
了
し
た
ベ
ル
リ
ン
最
J

初
の
法
哲
学
講
義
と

一
八
二

O
年
公
刊
の

『
法
哲
学
』

と
の
間
に
、
同
一
主
題
を
扱

い
な
が
ら
そ
こ
に
明
ら
か
な
叙
述
の
矛
盾
、
変
化
が
存
在
す
る
の
も
、
こ
の
順
応
、

立
場
変
更
と
改
作
の
た
め
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

司
法
哲
学
』
に
お
け
る
へ

l
ゲ
ル
の
政
治
的
立
場
の
解
釈
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
議
論
が
あ
り
、

ま
た
、
多
義
的
解
釈
と
議
論
を
許
す
よ
う
な
へ

l
ゲ
ル
自
身

の
叙
述
も
あ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

ほ
ぼ
一
ニ
点
に
ま
と
め
る
こ
と
の
で
き
る
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
テ
ー
ゼ
は
、

へ
i
ゲ
ル
法
哲
学
解
釈
に
対
す
る
一
つ
の
解
答
で
あ
っ
た

と
考
え
て
よ
い
。
そ
こ
で
、

ま
ず
第
三
点
の
「
叙
述
の
変
化
」
に
つ
い
て
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
所
説
か
ら
考
え
て
お
き
た
い

D

イ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
主

イ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
『
法
哲
学
』
の
「
改
作
」
以
前
の
原
初
形
態
と
み
な
す
ホ

i
マ
イ
ア

l
講
義
筆
記
録
を
『
法
哲
学
』
と
対
比
さ
せ
つ
つ
、
理
性
H
現
実
命

と
し
て
、

題
、
君
主
権
論
、

フ
ラ
ン
ス
革
命
観
の
三
つ
の
論
点
を
あ
げ
て
い
る
。

付

理
性
H
現
実
命
題

周
知
の

「
理
性
的
な
も
の
は
現
実
的
で
あ
り
、
現
実
的
な
も
の
は
理
性
的
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
ば
を
語
る
へ

l
ゲ
ル
の
本
来
の
発
想
の



う
ち
に
は
、
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
「
自
由
の
実
現
」
を
妨
げ
る
当
時
の
歴
史
的
現
実
に
対
す
る
戦
い
は
必
然
的
で
あ
り
、

へ
!
ゲ
ル
の
哲
学
こ
そ
こ
の
戦
い
の
向
盟

者
で
あ
る
、
と
い
う
自
覚
が
あ
っ
た
。
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
、

ホ
l
マ
イ
ア

i
筆
記
録
の
中
の
講
義
序
文
の
「
哲
学
は
、
理
性
的
な
も
の
の
み
が
生
起
し
う
る
こ
と
を
認
識

す
る
の
だ
か
ら
、
外
的
な
個
別
的
諸
現
象
は
、
な
お
依
然
と
し
て
理
性
的
な
も
の
に
対
し
て
頑
強
に
抵
抗
す
る
よ
う
に
現
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」
(
口
立
ロ
伊

SN)
と
い
う

こ
と
ば
こ
そ
、
自
由
を
本
質
と
す
る
理
性
の
実
現
の
た
め
の
、
哲
学
も
関
与
す
る
戦
い
を
意
味
し
、
こ
れ
が
こ
の
命
題
の
真
意
な
の
だ
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
イ

ヴ
ァ
ン
ネ
ン
マ
ン
筆
記
録
(
一
八
一
七
l

一
八
年
)
の
う
ち
に
見
ら
れ
る
「
理
性
的
な
も
の
は
生
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
憲
法
は

〈

9
)

〔
民
族
精
神
の
〕
発
展
だ
か
ら
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
ば
、
ま
た
、
一
八
二
一

i

二
一
二
年
の
間
の

H
・
ハ
イ
ネ
の
報
告
に
-
記
さ
れ
た
「
理
性
的
な
も
の
は
す
べ
て
存
在
し

(m〉

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
ば
に
も
言
及
し
、
こ
れ
ら
が
示
す
よ
う
に
、
こ
の
命
.
題
は
歴
史
的
観
点
か
ら
叙
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で

ル
テ
ィ
ン
グ
は
、

イ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
こ
の
命
題
解
釈
は

へ
ン
リ
ッ
ヒ
の
新
発
見
資
料
(
一
八
一
九
i

ニ
O
年
の
講
義
筆
記
録
)
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
こ
の
命
題
は

「
理
性
的
な
も
の
は
現
実
的
に
な
る
。
そ
し
て
現
実
的
な
も
の
は
理
性
的
に
な
る
」
(
出
σ
ロ
ユ
の
一
グ
戸
)
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。

理
性
H
H

現
実
の
二
重
化
の
公
式
は
こ
の
場

合
、
「
現
実
と
理
念
の
統
一
か
ら
で
て
く
る
の
で
は
な
く
、
自
己
を
実
現
す
る
抗
し
が
た
い
力
に
よ
っ
て
現
実
が
そ
の
固
有
の
形
態
に
到
達
す
る
」
(
出

g円

R
7
5
)
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
「
理
性
的
な
も
の
の
み
が
存
在
レ
ト
か
」
「
理
性
的
な
も
の
は
生
起
レ
わ
小
ル
ル
む
か
わ
い
」
「
理
性
的
な
も
の
は
現
実
的
に
か
か
」

と
い
う
表
現
は

い
ず
れ
も
歴
史
的
論
的
意
味
か
ら
の
発
想
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
こ
の
命
題
の
も
と
も
と
の
意
味
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
が
一
八
二

O
年
の
『
法
哲
学
』
に
お
い
て

両
項
が
「
で
あ
る
」
で
結
ば
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歴
史
的
現
実
に
対
す
る
批
判
的
対
決
の
基
礎
が
奪
わ
れ
て
、
「
現
存
の
諸
関
に
つ
い
て
の
哲
学
的
祝
福
」
(
口
円
一
足
?
?

CJ:) 
N 

¥ーノ

を
意
味
す
る
表
現
へ
と
転
化
し
た
。
『
法
哲
学
』
に
お
い
て
歴
史
論
的
観
点
が
制
度
論
的
観
点
に
よ
っ
て
間
出
版
さ
れ
放
逐
さ
れ
て
い
る
こ
の
事
態
を
、

こ
の
命
題
そ

の
も
の
が
含
む
多
義
性
と
し
て
で
は
な
く
、
現
実
と
の
和
解
を
説
く
一
つ
の
突
出
し
た
命
題
だ
と
し
て
、

イ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
そ
こ
に
、

へ
i
ゲ
ル
の
立
場
変
更
を
推
測
す

る
の
で
あ
る
。

し
か
し
命
題
の
差
異
と
変
化
は
、

は
た
し
て
立
場
変
更
に
帰
中
一
一
泊
す
る
問
題
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

「
で
あ
る
」
が
含
意
す
る
も
の
は

な
お
よ
く
考
え
て
み
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
、
こ
の
こ
と
を
立
場
の
変
化
に
結
び
つ
け
る
た
め
に
は
、
そ
の
一
証
拠
が
提
示
さ
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

君
主
権
の
叙
述

る
」
(
河
口

yω
ミ
ω)
と
諮
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
一
八
二
二

i
二
三
年
の
講
義
(
ホ
ト

i
筆
記
録
)
で
は
、
君
主
と
し
て
必
要
と
す
る
人
間
を
、
「
『
然
り
』
を
一
語
り
、

一
八
二

O
年
の
『
法
哲
学
』
の
中
で
、

へ
!
ゲ
ル
は
君
主
権
に
つ
い
て
「
全
体
1

1

す
な
わ
ち
立
憲
君
主
制
1
1
1
の
頂
点
で
あ
り
始
源
で
あ

哲
学
・
思
想
論
集

第
十
二
号



ヘ
ー
ゲ
ル
『
法
哲
学
』
の
生
成
と
理
念

二
四

ー
の
う
え
に
点
を
打
つ

(
商
竜
点
晴
の
最
後
の
点
を
打
つ
)
人
間
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
頂
点
と
い
う
も
の
は
、
性
格
の
特
殊
性
が
重
き
を
な
す
の
で
あ
っ
て
は
い
け
な

い
か
ら
で
あ
る
」

(
H
r
E
F
]戸
、

12)
と
語
っ
て
い
る
。
ホ

i
マ
イ
ア

i
筆
記
録
で
は
「
空
虚
な
最
終
決
定
と
い
う
こ
と
が
君
主
権
を
な
し
て
い
る
」

(
E
E
F
H
u
a
N
)

と
語
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
君
主
権
の
形
式
性
を
表
現
し
て
い
る
。

ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
の
資
料
で
は
、
こ
の
形
式
性
は
一
層
徹
底
さ
れ
て
一
種
の
記
号
と
し
て
諮
ら

れ
る
。
「
間
家
の
う
ち
に
生
起
す
る
も
の
は
す
べ
て
、
君
主
の
名
前
と
力
に
よ
っ
て
生
起
す
る
。

名
前
と
は

だ
か
ら
、
最
終
的
な
現
実
性
で
あ
る
。

y

コι
リ
工
、

ベ
4
4
n
k

表
象
が

個
別
者
を
個
別
者
と
し
て
取
り
あ
げ
る
記
号
で
あ
る
。
ー
ー
裁
判
官
は
完
全
に
自
立
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

君
主
の
名
の
も
と
に
諮
る
」
(
出

g
ュo
y
'
N
m
C
H
)
。

そ
し
て
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
時
代
の
講
義
(
ヴ
ァ
ン
ネ
ン
マ
ン
筆
記
録
)
に
遡
る
と
、

(ロ〉

は
、
単
に
究
極
的
な
形
式
的
決
定
の
契
機
だ
け
で
あ
る
」
と
諮
ら
れ
る
。
『
法
哲
学
』
前
後
の
講
義
、

君
主
の
形
式
性
が
明
確
に
表
現
さ
れ
て

「個
人
と
し
て
の
君
主
に
帰
属
す
る
も
の

し
か
も

『法
哲
学
』
以
前
に
遡
れ
ば
遡
る
ほ
ど
は
っ
き
り
と
表
現

さ
れ
る
、
こ
の
、

い
わ
ば
君
主
形
式
論
な
い
し
君
主
記
号
論
と
い
う
「
リ
ベ
ラ
ル
な
」
理
解
の
脈
絡
か
ら
み
れ
ば
、

司
法
哲
学
』
に
お
け
る
君
主
の
扱
い
は
い
か
に
も
突

出
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
だ
か
ら
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
は

こ
の
差
異
と
突
出
を
、

へ
i
ゲ
ル
の
言
表
上
の
相
違
一
に
か
か
わ
る
こ
と
で
は
な
く
、
状
況
に
強
い
ら
れ
た
立

場
変
更
に
起
因
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

己)

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
叙
述

イ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
要
点
は
、

一
八
二

O
年
の

『
法
哲
学
』
以
前
の
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
共
に
『
理
性
的
国
法
』
の
発
現
が
成
就
し

た
」
巴
江
口
m
w
F
ω
日
)
と
い
う
思
想
を

へ
i
ゲ
ル
は
『
法
哲
学
』
で
は
も
は
や
発
表
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
一
八
一
七
年
の
ヴ

ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
民
会
論
文
を
と
り
あ
げ
、
そ
こ
で
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
は
じ
ま
り
は
、
理
性
的
国
法
が
こ
れ
を
抑
圧
し
た
実
定
法
と
特
権
の
集
団
に
対
し
て
行
な
っ
た

戦
い
と
み
な
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
」
(
口
立
ロ
F
F
ω
仏
)
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
革
命
へ
の
評
価
が
、
三
年
後
の
『
法
哲
学
』
で
は
、
「
全
く
は
じ
め
か
ら
思
想
に
よ
っ
て
は
じ

め
、
た
ん
に
信
じ
こ
ま
れ
た
理
性
的
な
も
の
だ
け
を
国
家
体
制
の
土
台
と
し
よ
う
と
欲
し
た
」
(
河
口
7
・

m
N
ω
∞
〉
)
試
み
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
転
換
さ
れ
て
い
て
、
「
『
法

哲
学
』
は
も
は
や
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
積
緩
的
評
価
を
含
ん
で
は
い
な
い
」
(
口
江
口
P
F
ω
印
)
と
詰
る
の
で
あ
る
。

へ
l
ゲ
ル
は
『
法
哲
学
』
に
お
い
て

一
八
一
七
年
の

自
己
の
立
場
を
重
要
な
点
で
放
棄
し
た
。
こ
の
放
棄
も
前
述
の
二
つ
の
事
例
と
同
様
に
へ

l
ゲ
ル
の
政
治
的
立
場
の
変
更
に
由
来
す
る
。

」
れ
が
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
論
点

で
あ
る
。

さ
て
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
こ
の
よ
う
に
、
『
法
哲
学
』
に
表
現
を
み
る
典
型
的
な
特
異
性
を
、

抑
圧
的
復
古
体
制
へ
の
「
順
応
」
と
「
立
場
変
更
」

斗i

r'.l王，
ノし

派
的
政

治
参
加
の
意
味
で
の
変
更
で
は
な
く
、
政
治
理
論
そ
の
も
の
に
お
い
て
表
現
を
み
る
よ
う
な
変
化
ー
ー
に
も
と
づ
く
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
こ



の
見
解
は
、

ど
こ
ま
で
妥
当
性
を
も
ち
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
'
テ

i
ゼ
が
成
果
を
も
つ
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
『
法
哲
学
』
が
へ

i
ゲ
ル
の
他
の
政
治

理
論
資
料
と
は
本
質
的
に
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、

へ
l
ゲ
ル
が
イ
エ
ナ
初
期
の
一

λ
O
一
l
二
年
か
ら
体
系
構
想
の
思
索
を
開
始
し

た
と
き
、
そ
れ
ま
ち
の
「
政
治
的
自
由
の
徹
底
的
実
現
」
と
い
う
政
治
的
見
解
か
ら
断
絶
し
て
移
行
し
て
い
っ
た
立
場
は
、

(
日
)

根
本
的
に
は
変
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
す
る
、
思
惟
の
連
続
性
を
主
張
す
る
見
解
に
対
し
て
、

イ
エ
ナ

l
ベ
ル
リ
ン
時
代
を
通
じ
て
も
は
や

『
法
哲
学
』
の
本
質
的
な
独
自
性
(
特
異
性
)
が
明
ら
か
に
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
一
九
八
四
年
に
急
逝
し
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い

て
詳
述
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
ま
ま
に
終
っ
た
が

(
お
そ
ら
く

こ
の
司
へ
!
ゲ
ル
法
哲
学
講
義
』
第
五
巻
で
包
括
的
議
論
を
展
開
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
)
、

少
な
く
と
も
現
在
、

以
下
の
よ
う
な
批
判

問
題
点
が
提
起
さ

れ
る
の
は
避
け
え
な
い
。

ωV
『
法
哲
学
』
に
お
け
る
理
性
日
現
実
命
題
に
お
い
て

へ
l
ゲ
ル
は
現
実
へ
の
批
判
的
対
決
を
放
棄
し
て
、
真
実
の
と
こ
ろ
、
当
為
と
存
在
の
「
和
解
」
を
諮
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
多
分
そ
う
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
D

む
し
ろ
へ

l
ゲ
ル
は
お
そ
ら
く
、
当
為
は
つ
ね
に
存
在
と
結
び
つ
い
て
現
わ
れ
ざ
る
を
え
な
い
の
だ
、
と
い
う
こ
と

を
語
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
は
、
存
在
と
当
為
の
「
和
解
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
は
な
く
、
存
在
を
遊
離
し
た
当
為
に
対
す
る
批
判
、
存
在
と
当
為
の
二
元
論

に
対
す
る
批
判
と
し
て
読
ま
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

イ
エ
ナ
初
期
の
『
フ
ィ
ヒ
テ
官
学
と

シ
ェ
リ
ン
グ
哲
学
の
体
系
の
差
異
』
の
論
文
に

お
い
て
、

へ
l
ゲ
ル
は
、
「
真

の
哲
学
」
は
「
絶
対
者
」
と
「
分
裂
」
と
い
う
こ
つ
の
契
機
に
お
い
て
成
り
立
つ
こ
と
を
諮
っ
た

Q

真
の
哲
学
は
こ
れ
ら
を
契
機
占
し
つ
つ
「
存
在
を
生
成
と
し
て
」

「
分
裂
を
絶
対
者
の
理
念
ど
し
て
」

「有
限
な
も
の
を
生
と
し
て
」
構
成
さ
れ
る
は
ず
の
も
の
で
あ
っ
た
。

分
裂
の
う
ち
に
絶
対
者
を
把
援
す
る
こ
と
、

す
な
わ
ち
分
裂

に
お
い
て
実
現
さ
れ
る
理
性
を
把
握
す
る
こ
と
が
、

イ
エ
ナ
初
期
の
公
式
で
あ
っ
た
。
近
代
社
会
は
ま
さ
し
く
「
分
裂
」
換
と
し
て
、
絶
対
者
の
部
分
と
し
て
現
出
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
あ
り
方
で
根
源
的
統
一
を
歴
史
的
に
保
持
す
る
形
態
と
な
っ
て
い
る
。

「
理
性
的
で
あ
る
べ
き
」
と
は

分
裂
に
お
け
る
理
性
の
存
在
の
自

党
と
い
う
自
己
形
成
を
意
味
す
る
。
当
為
は
要
請
で
は
な
く
、
，
存
在
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て
こ
の
命
題
は
、

(
M
H
)
 

係
と
い
う
外
的
連
関
か
ら
で
は
な
く
、
「
へ
!
ゲ
ル
の
国
家
哲
学
を
了
解
す
る
た
め
の
解
式
」
と
し
て
読
ま
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

へ
1
ゲ
ル
の
プ
ロ
イ
セ
ン
に
対
す
る
関

そ
れ
は
一
つ
の
当
為
批
判
で
あ

る。

H
・
オ
ッ
ト
マ
ン
は
、

イ
エ
ナ
期
憲
法
論
文
が
す
で
に
当
為
批
判
を
含
む
こ
と
、

一
八

O
二
年
の
論
文
で
は
、
こ
れ
が
「
現
存
す
る
も
の
の
理
解
以
外
の
い
か
な
る

目
的
も
働
き
も
」
も
た
な
い
と
す
で
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
語
っ
て
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ご
八
ニ

O
年
に
空
虚
な
当
為
の
要
請
と
主
観
的
民
す
ぎ
な
い

『
概
念
』
が
す
で
に
実
現
さ
れ
た
理
性
を
抱
え
な
い
の
と
同
じ
よ
う
に

一
八

O
二
年
に
す
で
に
、

『
で
き
事
と
で
き
事
の
自
由
な
把
混
と
の
間
に
立
て
』
ら
れ
る
概
念

哲
学
・
思
想
論
集

第
十
二
号

二
五



へ
l
ゲ
ル
『
法
哲
学
』
の
生
成
と
理
念

一一六

と
目
的
は
、
世
界
と
の
『
真
』
の
満
足
を
妨
げ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
」
と
。

こ
の
命
題
は
た
し
か
に
ホ

l
マ
イ
ア
!
筆
記
録
と
ち
が
っ
て
多
義
的
な
解
釈
を
許
す
叙
述
で
あ
る
が
、

〈
日
)

釈
を
許
す
い
い
ま
わ
し
の
可
能
性
を
す
べ
て
用
い
た
と
い
う
こ
と
」
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
こ
の
「
可
能
性
」
の
背
後
に
、
何
ほ
ど
か
検
関
へ
の
配
慮
が
働
い

そ
の
相
違
は
、
「
へ
!
ゲ
ル
が
自
由
に
処
理
で
き
る
多
く
の
解

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

し
か
し
、
こ
の
こ
と
を
順
応
と
立
場
変
更
に
帰
す
る
に
は
、
な
お
明
確
な
証
拠
を
必
要
と
す
る
だ
ろ
う
。

(ο 

君
主
権
の
問
題
に
つ
い
て
オ
ッ
ト
マ
ン
は
、
こ
れ
は
「
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
主
援
す
る
一
八
一
九
年
の
へ

i
ゲ
ル
の
立
場
変
更
と
結
び
つ
い
た
時
事
的
関
係
に
あ
る

の
で
は
な
い
」
と
語
っ
て
、
君
主
問
題
に
お
け
る
「
リ
ベ
ラ
ル
」
か
「
復
古
的
」
か
と
い
う
要
素
は
す
で
に
一
入

O
五

l
六
年
の
『
イ
エ
ナ
実
在
哲
学
』
に
も
認
め
ら
れ

る
と
し
、
「
へ

l
ゲ
ル
は
当
時
す
で
に
市
民
と
君
主
を
『
空
虚
な
結
令
』
と
よ
ん
で
い
る
。
:
:
:
他
方
で
は
君
主
に
関
し
て
す
で
に
、
『
君
主
は
絶
対
的
除
貯
の
意
欲
の
エ

(
げ
)

ネ
ル
ギ

i
』
と
い
わ
れ
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
君
主
の
決
定
権
に
含
ま
れ
る
「
空
虚
」
と
「
最
終
的
」
と
い
う
二
重
の
意
味
は
、

一
八
一
九
年
以
前
に
も
以

後
に
も
見
ら
れ
、

ま
た
一
八
二

O
年
に
も
み
ら
れ
る
こ
と
で
、
復
古
体
制
へ
の
順
応
と
立
場
変
更
の
問
題
と
は
い
か
な
る
点
で
も
結
び
つ
か
な
い
、
立
憲
君
主
制
を
め
ぐ

る
体
系
的
基
本
問
題
と
し
て
考
え
る
べ
き
こ
と
に
注
意
を
促
し
て
い
る
。
ま
た
新
資
料
を
分
析
し
た
へ
ン
ワ
ッ
ヒ
も
こ
の
こ
と
を
ほ
ぼ
追
認
し
て
い
る
。
君
主
権
問
題
の

う
ち
に
は
「
一
方
と
他
方
〔
リ
ベ
ラ
ル
な
面
と
君
主
権
の
擁
護
〕
は

へ
l
ゲ
ル
が
国
家
概
念
を
、
精
神
の
論
理
的
形
態
の
そ
れ
自
身
の
う
ち
に
区
別
を
も
っ
自
己
充
足

的
な
現
実
と
し
て
、
彼
の
論
理
的
概
念
の
体
系
の
う
ち
に
は
め
こ
ん
だ
、
そ
の
や
り
方
か
ら
直
接
生
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
:
:
:
こ
の
国
家
に
関
す
る
思
想
は
へ

l
ゲ
ル
に

と
っ
て
は
、
形
而
上
学
的
構
想
か
ら
直
接
で
て
く
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
政
治
的
性
質
を
も
っ
方
向
や
選
択
か
ら
で
て
く
る
の
で
は
な
い
」
(
出

g
ユの
Y
N
G
)
。
君
主
権
の
叙

述
に
お
け
る
『
法
哲
学
』
の
特
異
性
と
順
応
と
い
う
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
考
え
は
、

へ
l
ゲ
ル
の
思
想
の
連
続
性
と
矛
盾
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、

ま
た
、
本
来
体
系
的

分
析
と
形
而
上
学
的
構
想
に
よ
っ
て
証
明
す
べ
き
こ
と
を
歴
史
的
に
論
-
証
し
よ
う
と
し
た
点
に
お
い
て
、

不
充
分
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
反
証
が
な
い
か
ぎ

り
、
ま
た
順
応
と
立
場
変
更
の
確
実
な
翫
拠
が
な
い
か
ぎ
り
、

叙
述
に
差
異
が
あ
る
こ
と
と
順
応
と
の
間
に
は
必
然
性
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

「へ

i
ゲ
ル
は
君
主
制
主

義
者
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
決
し
て
政
治
的
傾
向
か
ら
の
こ
と
で
は
な
く
て
、
理
論
的
義
務
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
」
(
出

g
ユ♀・
ω
H
)
。

と三)

へ
l
ゲ
ル
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
対
す
る
評
価
は
、

一
八
二

O
年
の
『
法
哲
学
』
に
お
い
て
積
極
的
評
価
か
ら
消
極
的
評
価
へ
と
急
旋
回
し
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う

か
。
す
で
に
一
八

O
七
年
の
『
精
神
現
象
学
』
に
お
い
て
、

へ
!
ゲ
ル
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
過
程
を
見
す
え
て
、
抽
象
的
自
由
と
七
て
の
「
普
通
的
自
由
」
が
現
実
的
意

志
と
し
て
「
個
体
性
の
一
者
」
に
集
中
さ
れ
る
場
合
、
そ
こ
に
、
自
由
の
自
己
破
壊
と
一
者
以
外
の
一
切
の
否
定
が
出
現
す
る
が
、

し
か
し
同
時
に
、
自
己
否
定
か
ら
創



造
が
可
能
と
な
る
弁
証
法
を
語
っ
て
い

M
W
革
命
の
進
行
の
中
の
テ
ロ
に
対
す
る
批
判
と
同
時
に
、
革
命
の
挫
折
が
カ

γ
ト
・
プ
ィ
ヒ
テ
に
代
表
さ
れ
る
「
道
徳
的
精

神
」
を
生
み
出
す
、
そ
の
革
命
の
重
大
な
意
義
を
も
-
認
め
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
単
純
に
肯
定
か
否
定
か
を
語
り
え
な
い
、

フ
ラ
ン
ス
革
命
に
対
す
る
へ

l
ゲ
ル
の

態
度
の
両
義
性
は
、
『
法
哲
学
』
に
も
存
す
る
の
で
あ
っ
て

革
命
の
消
極
的
評
価
が
『
法
哲
学
』
の
み
に
固
有
な
も
の
と
し
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
と
す
る
こ
と
は
、
こ

こ
で
も
、
思
惟
の
連
続
性
か
ら
の
批
判
を
も
ち
こ
た
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

さ
て
r

以
上
の
よ
う
な
各
テ

i
マ
に
つ
い
て
の
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
問
題
提
起
と
そ
の
批
判
に
よ
っ
て
、

私
た
ち
は
結
局
の
と
こ
ろ

「
叙
述
の
変
化
」
と
「
順
応
」
な

い
し
「
立
場
変
更
」
と
の
間
に
は
必
然
的
関
係
は
な
い
、
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
少
な
く
と
も
関
係
を
立
証
す
る
へ

l
ゲ
ル
の
現
実
関
係
に
お
け
る
証
拠
が
は
っ
き
り

し
な
い
か
ぎ
り
、
そ
う
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
さ
ら
に
進
め
て
こ
の
「
叙
述
の
変
化
」
の
原
因
と
し
て
、
検
問
に
対
す
る
へ

i
ゲ
ル
の
配
意
(
不
安
)
を
読
み
と
っ
た
と

し
て
も
、
し
か
し
、
そ
こ
ま
で
に
と
ど
め
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
節
で
扱
っ
た
「
叙
述
の
変
化
」
の
問
題
に
か
か
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
は
次
の
よ

う
に
語
っ
て
い
る
。
「
〔
一
八
一
九
|
二

O
年
の
〕
講
義
の
序
一一一一
口
と
刊
行
本
の
「
序
文
」
の
関
係
か
ら
す
で
に
興
味
深
い
問
題
が
み
ら
れ
る
。
序
言
は
す
で
に
「
序
文
」
の

根
本
構
成
に
し
た
が
っ
て
お
り
、
「
序
文
」
の
印
象
深
い
メ
タ
フ
ァ
!
の
若
干
の
も
の
を
用
い
て
い
る
が
、

」
の
こ
と
か
ら
さ
ら
に

講
義
の
序
言
と
刊
行
本
の
序
文
は

同
一
歩
調
で
起
草
さ
れ
た
こ
と
、

し
た
が
っ
て
、

一
八
一
九
年
の
印
刷
原
本
は
対
応
す
る
序
文
を
す
で
に
所
有
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
こ
と
が
で
て
く
る
。

し
か
し
、

後
に
実
際
に
印
刷
さ
れ
た
序
文
は
、
広
い
メ
タ
フ
ァ
ー
を
豊
か
に
し
、

へ
l
ゲ
ル
お
よ
び
彼
の
上
司
の
敵
対
者
に
対
す
る
誹
読
を
混
じ
え
て
い
る
ば
か
り
か
、

た
と
え
へ

i
ゲ
ル
の
根
本
的
立
場
の
枠
組
の
う
ち
に
あ
っ
て
も
、
そ
の
哲
学
的
立
場
に
お
け
る
移
動
が
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
移
動
が
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
形
成
過
程
が
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、

い
ず
れ
詳
し
く
説
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
(
出

gユ
♀
wω
呂
町
・
)
。
し
か
し
、
「
結
局
の
と
こ
ろ
、

ぺ
!
ゲ
ル
の
政
治
的
な
立
場
規

定
に
お
け
る

切
の
動
揺
は
、
彼
の
政
治
理
論
の
根
本
規
定
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
い
る
」
(
出

3
1の
y
g
)
と。

一
八
二

O
年
の
『
法
哲
学
』
は
、
そ
の
理
性
観
、
君
主
観
、
革
命
観
に
お
い
て
他
の
諸
講
義
録
に
比
べ
て
著
し
く
多
義
的
解
釈
を
許
容
す
る
表
現
を
も
つ
が
、
し
か
し

そ
う
し
た
事
態
は
、
ま
ず
、
体
系
的
理
論
的
に
詳
細
に
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
事
柄
に
属
す
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
事
態
の
背
景
と
し
て
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
提
起
し

た
問
題
、
す
な
わ
ち
、

へ
!
ゲ
ル
は
復
古
体
制
下
の
検
問
強
化
と
い
う
状
況
に
強
い
ら
れ
て
体
制
に
順
応
し
、
政
治
的
立
場
を
変
更
す
る
と
い
う
i
l
i
し
か
も
そ
の
変
更

哲
学
・
思
想
論
集

第
十
二
号

二
七



へ
J
ゲ
ル
吋
法
哲
学
』
の
生
成
と
理
念

二
入

が
個
々
の
現
実
的
利
害
の
カ
今
ラ
ー
ジ
ュ
に
と
ど
ま
ら
ず
理
念
的
関
心
の
カ
今
ラ
ー
ジ
ュ
で
も
あ
っ
た

l
i
l、
へ
1
ゲ
ル
と
状
況
と
の
関
係
の
問
題
は
、

イ
ル
テ
ィ

ン
グ
・
テ
ー
ゼ
に
関
し
て
、
も
う
一
つ
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

一
八
一
九
年
の
状
況
は
へ

i
ゲ
ル
に
と
っ
て
、

立
場
を
変
更
し
『
法
哲
学
』
草
稿
を
「
改
作
い
す
る
ほ
ど
に
衝
撃
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
、

へ
l
ゲ
ル
は
プ
ロ
イ
セ
ン

「
国
家
哲
学
者
」
と
し
て
全
く
安
全
で
あ
っ
た

!
i
lこ
の
よ
う
な
理
解
は
今
や
ほ
と
ん
ど
維
持
し
が
た
い
も
の
と
な
っ
て
い
る

l
l

プ
ル
シ
ヰ
ン
シ
ャ
フ
ト
と
の
精
神
的
結
び
つ
き
、
デ
マ
ゴ
ー
グ
狩
り
の
下
で
の
へ

l
ゲ
ル
の
重
要
な
弟
子
た
ち
の
相
次
ぐ
逮
捕
の
な

(
凶
〉

か
で
、
ご
」
う
し
た
事
態
は
ま
す
ま
す
続
き
、
憂
穆
な
時
間
の
中
で
い
よ
い
よ
悪
化
し
て
い
く
」
(
∞
円
・
]
ア
己
申
)
身
辺
を
憂
慮
せ
ざ
る
を
え
な
い
ほ
ど
不
安
定
で
は
あ
っ
た

わ
け
で
は
決
し
て
な
く
、
ド
イ
ツ
、

の
で
あ
る
D

こ
の
状
況
の
緊
迫
度
か
ら
、

イ
ル
テ
ィ
ソ
グ
は
へ

l
ゲ
ル
に
お
け
る
つ
順
応
」
と

を
想
定
す
る
の
で
あ
る
が
、

し
か
し
そ
の
た
め
に
は
、
そ
の
想

定
の
根
拠
が
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

D

イ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
そ
の
一
証
拠
の
最
も
重
要
な
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
提
示
し
て
い
る
の
は
、

へ
l
ゲ
ル
の
記
し
た
一
通
の
書
簡
で
あ
る
。
し
た
、
が
っ
て
イ
ル
テ
ィ
ン

グ
・
テ

i
ゼ
の
適
否
は
、
こ
の

(
却
)

と

U
・
ラ
マ
イ
ル
の
論
文

i
i
ル
i
カ
ス
論
文
と
よ
ん
で
お
く

l
iを
中
心
に
考
え
て
み
た
い
。

い
か
に
解
釈
す
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
書
簡
を
綿
密
に
分
析
し
た

H
I
C
-
ル
l
カ
ス

さ
て
そ
の
書
簡
と
は

八
一
九
年
一

O
月一一一

O
日
付
の
ク
ロ
イ
ツ
ァ

l
宛
の
書
簡
で
あ
る
。

へ
i
ゲ
ル
は
八
月

日
に
一
夏
学
期
講
義
を
終
了
す
る
と
、
九
月
一
日

か
ら
パ
ル
ト
海
の
リ
ュ

l
ゲ
ン
島
に
旅
行
し
、
九
月
二
一
一
一
日
に
ベ
ル
リ
ン
に
帰
っ
て
い
る
口
そ
し
て
十
月
二
十
主
日
に
は
冬
学
期
の
講
義
を
開
始
し
た
。
旅
行
中
の
九
月

ニ
O
日
に
連
邦
議
会
が
カ

l
ル
ス
パ
ー
ト
協
約
を
決
議
し
、
講
義
開
始
一
週
間
前
の
一

O
月
一
八
日
に
プ
ロ
イ
セ
ン
新
検
問
規
定
を
も
っ
協
約
が
布
告
さ
れ
た
口
こ
れ
ら

の
で
き
事
が
こ
の
書
簡
の
背
景
に
あ
る
。

へ
!
ゲ
ル
は
こ
こ
で
、

ま
ず
ク
ロ
イ
ツ
ァ

i
か
ら
始
ら
れ
た

へ
の
感
謝
を
述
べ
、
次
に
自
分
の
生
活
の
近
況
に
つ
い
て

デ
・
ヴ
ェ
ッ
一
ア
や
ア
ス
ペ
ル
ス
の
様
手
と
共
に
「
雰
囲
気
の
快
活
さ
を
増
大
さ
せ
る
の
に
寄
与
し
な
い
」
当
地
の
姿
を
語
っ
た
後
で
、
問
題
と
な
る
自
分
の
著
作
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

私
は
ご
返
事
を
す
っ
か
り
遅
ら
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
と
い
う
の
も
、
法
哲
学
の
若
干
の
ボ

i
ゲ
ソ

(
余
り
に
乏
し
い
も
の
で
す
が
)
と
一
緒
に
ど
返
事
す

る
・
つ
も
り
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
誰
も
あ
な
た
ほ
ど
に
研
究
に
熱
心
で
活
発
で
あ
る
と
い
ラ
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

l
i私
は
連
邦
協
約
が
届
い
た
と
き
に
、
す
ぐ
に



印
刷
さ
せ
る
つ
も
り
で
お
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
今
、
私
た
ち
の
検
閲
が
ど
う
い
う
事
態
な
の
か
知
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
私
は
ふ
f

こ
れ
を
近
々
印
刷
に
付
す
で
し

ょ
う
。
(
回
吋
・

}
H
W
N
N
O
)

へ
i
ゲ
ル
は
遅
く
と
も
一
八
一
九
年
三
月
以
降
『
法
哲
学
』
執
筆
に
従
事
し
て
い
た
。
『
法
哲
学
』
公
刊
に
つ
い
て
へ

l
ゲ
ル
自
身
が
最
初
に
言
及
し
た
、

月
二
六

日
付
一
一
!
ト
ハ
ン
マ
ー
宛
書
簡
で
、

へ
!
ゲ
ル
は
「
私
は
ラ
イ
プ
チ
ヒ
見
本
市
に
な
お

つ
の
著
作
(
私
の
自
然
法
)
を
書
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
」
(
出
「
・

P
N
H
ω
)

と
諮
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
見
本
市
は
、

ラ
イ
¥
フ
チ
ヒ

回
行
な
わ
れ
る
見
本
市
の
う
ち
の
、
秋
の
ミ
カ
エ
ル
見
本
市
だ
ろ
う
と

ル
ー
カ
ス
論
文
は
撹
定

し
て
い
る
。
ま
た

一
O
月
二
五
日
か
ら
始
ま
る
「
自
然
法
と
国
家
学
」
の
講
義
予
告
で
は
「
ま
も
な
く
刊
行
さ
れ
る
入
門
書
に
よ
っ
て
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
こ
の
時
期
、

へ
i
ゲ
ル
は

執
筆
に
専
念
し
て
い
た
。
し
か
し
、
著
作
は
予
定
通
り
に
は
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
。

「
連
邦
協
約
が
届
い
た
と
き
」
と
い
う
表
現
が
、
カ

i
ル
ス
パ
ー
ト
協
約
の
「
布
告
」
(。
月

八
日
)

に
か
か
わ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
「
議
決
」
(
九
月
二

O

日
)
に
関
係
す
る
点
に
つ
い
て
は
、

イ
ル
テ
ィ
ン
グ
も
ル

i
カ
ス
論
文
も
一
致
し
て
い
る
。
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
想
定
は
、
ま
ず
、

へ
1
ゲ
ル
は
一
八
一
九
年
夏
も

L
く

は
初
秋
に
は
「
や
っ
と
草
稿
が
完
成
し
て
」
、

(れ〕

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
連
邦
議
会
決
議
の
「
二

O
ボ

i
ゲ
ン
条
項
」
は
、
「
通
常
の
諮
問
物
の
形
で
、

印
刷
に
付
す
ば
か
り
の
原
稿
を
も
っ
て
い
た
が
、

し
か
じ
カ

l
ル
ス
パ
ー
ト
協
約
が
ま
ず
こ
の
公
刊
を
不
可
能
に
し
た

(口門~門戸間噌一{"。ム)

も
し
く
は
分
冊
刊
で
刊
行
さ
れ
る
著
作
、

〈
担
)

い
か
な
る
ド
イ
ツ
連
邦
国
家
に
お
い
て
も
州
当
局
の
予
知
許
可
な
く
し
て
印
刷
に
付
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て

~p. 
}，jjlJ 

し

て
二

O
ボ

i
ゲ
ン
を
強
く
こ
え
な
い
著
作
は
、

い
る
た
め
、
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
、
「
へ

i
ゲ
ル
の
著
作
は
当
時
の
草
稿
の
形
で
は
お
そ
ら
く
か
な
り
少
な
い

で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
、

」
の
理
由
か
ら

す
で
に
即
刻
の
印
刷
は
も
は
や
不
可
能
に
な
っ
た
」
(
口
門
一
口
m
w
F

宗
)
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
一

O
月
末
の
協
約
「
布
告
」
に
よ
っ
て
、

協
約
を
踏
み
こ
え
る
プ

ロ
イ
セ
ソ
新
検
関
規
定
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

一
七
八
八
年
の
古
い
検
閲
規
定
で
は
、
①
学
問
研
究
の
著
作

は
、
他
の
一
切
の
検
問
か
ら
自
由
で
あ
る
こ
と
、
②

大
学
で
印
刷
さ
れ
た
著
作
、

は
当
該
学
部
の
検
閲
に
の
み
付
さ
れ
る
こ
と
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
大
学
・
学
問
に
お
け
る
検
閲
の
自
由
が
、
新
検
閲
規

定
の
「
学
問
研
究
と
大
学
に
対
し
て
こ
れ
ま
で
与
え
ら
れ
て
き
た
検
閲
の
自
由
は
、
こ
れ
を
も
っ
て
向
こ
う
五
年
の
期
限
で
停
止
さ
れ
る
」
と
い
う
条
項
に
よ
っ
て
、
魔

棄
さ
れ
る
に
到
っ
た
。

へ
i
ゲ
ル
が
こ
の

で
、
「
検
閲
の
自
由
が
ど
う
い
う
事
態
に
な
っ
て
い
る
か
知
っ
て
い
る
」
と
表
現
し
て
い
る
の
は
、

」
の
こ
と
に
関
係
し

て
い
る
。
し
か
じ
、
「
知
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
印
刷
に
付
す
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
「
、
た
か
ら
」
(
り
と
の
中
に
、

イ
ル
テ
ィ
ン
グ
は

つ
の
推
定

哲
学
・
思
想
論
集

第
十
一
一
号

一一九



へ
l
ゲ
ル
『
法
哲
学
』
の
生
成
と
理
念

。

を
読
み
こ
む
ロ

す
な
わ
ち
、

一
O
月
末
の
新
規
定
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
き
、
「
ヘ

1
ゲ
ル
は
そ
れ
で
も
や
は
り
、

印
刷
を
た
だ
ち
に
始
め
る
こ
と
を
決
定
で
き
な
か
っ
た
。

彼
は
そ

れ
で
も
む
し
ろ
『
近
々
印
刷
に
付
す
』
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
お
そ
ら
く
次
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
口

つ
ま
り
、

.r._、

ケ、

ノレ

は
カ

ノレ

ス
/、

ト

協
約
が
周
知
に
な
る
前
に
公
刊
す
る
こ
と
を
決
め
て
い
た
そ
の
草
稿
に
、
予
め
変
更
を
加
え
よ
う
と
し
た
の
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
(
口
氏
H
M
F
F
S
)。
イ
ル
テ
ィ
ン

グ
は
、

ま
ず
、
協
約
の
九
月
の
「
決
議
」
を
へ

l
ゲ
ル
が
知
る
時
点
で
、

へ
i
ゲ
ル
は
司
法
哲
学
』
の
印
刷
に
付
す
ば
か
り
の
完
成
草
稿
を
も
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て

そ
の
草
稿
は
二

O
ボ
i
ゲ
ン
以
下
の
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
検
問
事
情
が
悪
化
し
て
い
く
こ
の
一

O
月
末
の
時
点
で
「
近
々
印
刷
に
付
す
」

と
述
べ
て
い
る
の
は
、
検
関
を
通
過
し
う
る
だ
け
の
変
更
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
で
い
え
る
こ
と
な
の
だ
、

と
推
測
す
る
の
で
あ
る
。

「
検
閲
の
自
由
、
が
ど
う
い
う
事

態
な
の
か
知
っ
て
い
る
」
と
い
う
表
現
は
、
草
稿
に
変
更
を
加
え
ざ
る
を
え
な
い
ほ
ど
検
閲
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
、
そ
の
状
況
を
説
明
す
る
一
証
拠
と
い
え
る
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
こ
の
個
所
に
つ
い
て
は
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
説
明
せ
ず
、
印
刷
に
付
す
ば
か
り
の
完
成
草
稿
を
改
作
す
る
よ
う
に
へ

l
ゲ
ル
を
強
い
た

も
の
は
、

へ
i
ゲ
ル
身
辺
の
抑
圧
的
状
況
、
と
り
わ
け
ベ
ル
リ
ン
の
同
僚
デ
・
ヴ
ェ
ッ
テ
の
解
職
(
一
八
一
八

九
・
八
)

で
あ
っ
た
こ
と
を
推
定
し
て
い
る
。
こ
う

し
て
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
は

へ
!
ゲ
ル
が
、
こ
の
完
成
草
稿
に
「
非
本
質
な
ら
ざ
る
訂
正
を
加
え
ざ
る
を
え
」
ず
(
宮
一
口
宇
円
。
寸
)
、

し
か
も
そ
れ
は
「
明
ら
か
に
自
衛

(ω
己
g
g
o
y
c門

N
)

か
ら
自
覚
的
に
行
な
わ
れ
た
立
場
変
更
の
表
現
で
あ
っ
た
」
(
巴
汁
E
F
F
E
)
と
結
論
す
る
の
で
あ
る

D

「
今
近
々
印
刷
に
付
す
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
の
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
こ
の
よ
う
な
解
釈
に
対
し
て
、

ル
i
カ
ス
論
文
は
、
こ
の
表
現
は
そ
の
よ
う
な
解
釈
を
与
え
る

も
の
を
何
も
含
ん
で
は
い
な
い
と
い
っ
て
、
全
く
別
の
解
釈
を
す
る
。
す
な
わ
ち
、

へ
!
ゲ
ル
は
プ
ロ
イ
セ
ン
新
規
定
が
は
っ
き
り
し
た
後
で
「
今
近
々
印
刷
に
付
す
」

イ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
想
定
と
は
逆
に
、
「
へ

i
ゲ
ル
は
単
に
、
印
刷
開
始
の
邪
魔
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
も
は
や
原
則
的
に
何
も
な
い
の
だ
、

(
お
)

と
語
ろ
う
と
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

つ
も
り
で
い
る
の
で
あ
っ
て
、

九
年
初
秋
に
は
完
成
草
稿
が
存
在
し
た
と
い
う
仮
定
を
否
定
す
る
。

「
印
刷
さ
せ
る
つ
も
り
で
い
た
」
と
表
現
す
る
草
稿
は
、
印
刷
準
備
の
で
き
た
最
初
の
部
分
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
最
終
完
成
稿
で
は
な
い
。

ル
!
カ
ス
論
文
は
ま
ず
、

イ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
草
稿
改
作
論
の
前
提
を
な
す
、

八

へ
!
ゲ
ル
が

へ
i
ゲ
ル
は
依
然

と
し
て
そ
の
完
成
の
た
め
に
辛
苦
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

グ
ロ
イ
ツ
ァ

i
のニ

の
お
礼
に
送
ろ
う
と
し
た
「
若
干
の
ボ

i
ゲ
ン
」
と
は
、
そ
の
最
初
の
ボ

i

ゲ
ン
を
さ
し
て
い
る
。

こ
の
時
点
で
は
草
稿
は
完
成
し
て
い
な
い
と
い
う
想
定
は
、

「
誰
も
あ
な
た
ほ
ど
研
究
に
熱
心
で
活
発
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
い
う
こ



と
ば
に
も
符
合
す
る
。
す
な
わ
ち
、

へ
i
ゲ
ル
は
新
著
の
公
刊
に
向
け
て
ま
ず
そ
の
一
部
を
印
刷
に
ま
わ
し
、
残
り
の
部
分
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
継
続
的
に
執
筆
に
専
念

す
る
つ
も
り
で
い
た
の
で
あ
る
。

執
筆
時
の
へ

i
ゲ
ル
の
こ
う
し
た
遅
延
、
難
渋
は
、

へ
i
ゲ
ル
に
と
円
て
は
「
普
通
の
事
態
」
で
あ
っ
た
。

ル
l
カ
ス
論
文
は
、
『
精

神
現
象
学
』
の
執
筆
過
程
ば
か
り
で
な
く
、
『
論
理
学
』
『
エ
ン
チ
ク
ロ
ベ
デ
ィ

l
』
の
場
合
も
と
り
あ
げ
、
こ
れ
ら
の
生
成
過
程
に
お
け
る
執
筆
の
進
行
と
同
じ
事
態
が

(
但
)

『
法
哲
学
』
の
場
合
も
あ
て
は
ま
る
こ
と
を
諮
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
「
印
刷
さ
せ
る
つ
も
り
」
で
い
て
実
際
は
そ
れ
が
不
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、

改
作
の
た
め
で

は
な
い
。
少
な
く
と
も
こ
の
書
簡
は
そ
の
こ
と
を
何
も
諮
っ
て
は
い
な
い
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
印
刷
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。

ル
!
カ
ス
論
文
に
よ
れ
ば
、

へ
i
ゲ
ル
が
協
約
の
「
決
議
」
を
知
っ
た
の
は
一

O
月
二
日
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、

一
O
月
二
日
の
プ
ロ
イ
セ
ン
国
家
新
聞
が
「
決

議
」
の

「最
も
本
質
的
な
部
分
」
を
報
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
一

O
月
一
二
日
に
こ
の
新
聞
が
「
必
要
な
措
置
が
政
府
の
詳
し
い
規
定
に
委
ね
ら
れ
る
」
こ
と
を
伝

へ
i
ゲ
ル
(
お
よ
び
出
版
社
)
は
「
決
議
」
の
検
問
規
定
に
も
と

ε
つ
い
て
、
ま
た
、
見
込
ま
れ
る
プ
ロ
イ
セ
ン
新
検
閲
規
定
の
不
明
確
さ
の
た
め
に
、
一
日
一
印

〈お〉

刷
の
開
始
を
延
期
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

え
た
と
き
、

一
O
月
一
八
日
に
「
布
告
」
さ
れ
た
協
約
の
プ
ロ
イ
セ
ン
細
則
が
、

一
O
月
二
十
六
日
の
「
法
規
集
」
(
の
虫
ω
ぽ
E
E
B
s

S
E口
問
)
で
公
に
さ
れ
、
お
そ
ら
く
そ
れ
に
よ
っ
て
、

へ
i
ゲ
ル
は
新
規
定
の
全
貌
を
知
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
四
日
後
ク
ロ
イ

ツ
ァ

i
宛
の
手
紙
を
書
い
た
。

こ
の
一

O

月
末
の
時
点
で
、

へ
l
ゲ
ル
は
、
草
稿
の
分
量
に
か
か
わ
り
な
く
検
関
を
受
け
著
作
の
印
刷
・
販
売
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
今

へ
i
ゲ
ル
は
、
新
検
閲
規
定
に
則
っ
て
「
印
刷
に
付
」
そ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
決
意
も
実
際
は
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
。
な
ぜ
か
。

プ
ロ
イ
セ
ン
新
検
閲
規
定
の
第
一

O
条
に
は
、
「
印
刷
人
も
し
く
は
出
版
人
の
印
刷
す
る
著
作
を
全
体
的
に
明
瞭
な
写
し
の
形
で
検
閲
に
供
す
る
か
、

あ
る
い
は

円

υ'
「
「
「

刑
さ
れ
た
見
本
ボ

l
ゲ
ン
の
形
で
徐
々
に
検
閲
に
供
す
る
か
は
、
彼
ら
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
。
し
か
し
後
者
の
場
合
、
印
刷
の
一
部
の
完
成
後
に
検
閲
官
が
次
に
く
る

章
句
を
不
許
可
と
み
な
し
た
り
、
そ
れ
の
削
除
に
よ
っ
て
、
既
に
印
刷
さ
れ
た
も
の
が
無
益
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
彼
ら
自
身
が
責
任
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」

と
い
う
条
項
が
あ
る
。
印
刷
が
実
際
に
は
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

ル
i
カ
ス
論
文
は
こ
の
条
項
を
ひ
き
合
い
に
出
し
て
次
の
よ
う
に
想
定
す
る
の
で
あ

る。

す
な
わ
ち
、

印
刷
ボ
!
ゲ
ン
の
検
閲
干
渉
に
よ
る
業
務
損
失
の
危
機
の
た
め
に
、
「
出
版
人
は
(
へ

i
ゲ
ル
と
相
談
し
て
)
布
告
の
う
ち
に
見
込
ま
れ
る
も
う
一
つ

つ
ま
り
検
閲
に
全
体
草
稿
を
提
供
す
る
こ
と
を
決
断
す
る
に
到
っ
た
。
し
か

L
i
-
-
-
か
か
る
全
体
草
稿
は
ま
だ
で
き
上
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
印
刷
開
始

は
改
め
て
延
期
せ
ざ
る
を
え
な
は
一
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
以
後
『
法
哲
学
」
一
の
執
筆
は
、
理
論
上
の
満
足
で
き
る
叙
述
を
め
ぐ
っ
て
激
し
い
格
闘
が
続
け
ら
れ
た
が
、

(幻〉

ル
!
カ
ス
論
文
に
よ
れ
ば
、
「
出
版
社
と
の
良
好
な
協
調
の
も
と
で
は
か
ど
っ
て
い
っ
た
」
。

の
方
法
、

哲
学

・思
想
論
集
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へ
I
ゲ
ル
司
法
哲
学
』
の
生
成
と
理
念

『
法
哲
学
』
生
成
史
に
か
か
わ
る
こ
れ
以
後
の
資
料
は
殆
ど
な
い
が
、

た
だ
一
つ
、

ル
i
カ
ス
論
文
が
生
成
史
の
鍵
を
な
す
資
料
と
し
て
あ
げ
て
い
る
一
八
二

O
年
六

月
九
日
付
の
へ

l
ゲ
ル
の
書
簡
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
が
一
九
七
二
年
に
公
表
し
た
、

で
は
、
「
私
は
こ
こ
に
一
包
み
の
草
稿
8
1
1
1
'
半
分
(
あ
る
い
は
そ
れ
以
上

)
lー
を
検
問
の
た
め
に
送
り
ま
す
。

(お〉

検
問
か
ら
一
民
っ
て
く
る
ま
で
は
、
こ
の
印
刷
を
始
め
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
」
と
一
記
さ
れ
て
い
る
。

ニ
コ
ラ
イ
害
賠
宛
と
推
定
さ
れ
る
新
発
見
書
簡
で
あ
る
。
そ
こ

し
か
し
、

私
が
ま
も
な
く
後
ほ
ど
送
る
残
り
の
草
稿
も

へ
i
ゲ
ル
は
、
検
閲
用
の
半
分
の
草
稿
を
送
る
が
、
こ
の
部
分

の
印
刷
は
残
り
の
草
稿
が
検
閲
を
パ
ス
す
る
ま
で
は
始
め
な
い
よ
う
に
要
求
し
て
い
る
。

ル
ー
カ
ス
論
文
は
、
こ
れ
は
部
分
草
稿
の
検
閲
が
首
尾
よ
く
検
了
す
る
こ
と
を

期
待
し
て
の
こ
と
で
あ
る
、
と
想
定
す
る
。
こ
の
部
分
草
稿
の
検
閲
と
い
う
こ
と
は
、

一
O
月
末
の
印
刷
開
始
予
定
が
全
体
草
稿
の
完
了
を
期
し
て
の
延
期
で
あ
っ
た
と

い
う
推
測
か
ら
み
れ
ば
矛
盾
で
あ
る
が
、
す
で
に
一
八
一
一

O
年
の
復
活
祭
見
本
市
カ
タ
ロ
グ
に
「
準
備
の
で
き
た
本
」
と
し
て
へ

i
ゲ
ル
の
司
法
哲
学
』
を
掲
載
し
た
出

版
社
か
ら
の
強
い
要
請
が
あ
っ
て
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

(
m
m
)
 

て
い
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
時
点
で
は
、
検
問
条
項
の
な
か
の
全
体
草
稿
の
提
出
に
つ
い
て
は
へ

l
ゲ
ル
は
注
意
し

へ
i
ゲ
ル
は
こ
う
し
て

一
八
二

O
年
六
月
五
日
か
ら
六
月
二
五
百

(
「
序
文
」
の
日
付
)
ま
で
の
間
に
執
筆
を
了
え
た
。

そ
し
て
、

検
閲
、
印
刷
、
校
正

の
す
べ
て
を
四
ヶ
月
で
終
了
し
て
、

一
O
月
一

O
日
に
は
刊
行
し
た
ば
か
り
の
本
を
文
部
大
臣
ア
ル
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
贈
っ
た
。

『
法
哲
学
』
執
筆
終
了
時
の
六
月

四
日
に
は
、

へ
i
ゲ
ル
は
文
部
省
よ
り
王
室
学
術
試
験
委
員
会
委
員
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。

、_".

d 

て

ル
i
カ
ス
論
文
の
結
論
は
次
の
点
で
あ
る
。
付
へ

i
ゲ
ル
の
著
作
は
、
最
初
の
部
分
の
印
刷
開
始
の
延
期
に
と
ど
ま
ら
ず
そ
れ
以
上
に
検
問
措
置
に
よ
っ
て
打

撃
を
受
け
、
政
治
的
に
制
約
さ
れ
て
遅
れ
た
と
い
う
推
論
は
、
最
初
の
印
刷
計
画
時
に
印
刷
準
備
の
整
っ
た
全
草
稿
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
た
場
合
に
だ
け
言
え
る
こ

と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
文
献
的
証
拠
に
よ
っ
て
は
維
持
し
が
た
い
。

。
し
た
が
っ
て
、
検
問
圧
力
の
下
で
の
草
稿
改
作
説
は
支
持
し
が
た
い
。

『
法
哲
学
』
生
成
の
遅
延

は
、
草
稿
完
成
途
上
で
の
、

へ
i
ゲ
ル
の
通
常
の
執
筆
の
難
渋
に
帰
着
し
、

そ
れ
に
加
え
て
こ
の
場
合
に
は
、
検
問
の
扱
い
に
対
す
る
不
快
の
念
を
抱
い
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
国
結
局
、
現
在
の
資
料
状
況
か
ら
み
て
、
「
順
応
」
と
「
改
作
」
と
い
う
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
テ

i
ゼ
は
維
持
し
え
な
い
。
プ
ロ
イ
セ
ン
の
復
古
政
治
の
司
法

(
却
〉

ま
た
論
理
的
、
体
系
的
分
析
に
立
ち
帰
る
こ
と
」
に
よ
っ
て
扱
わ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
観
点
は
へ

へ
の
影
響
は
、
こ
の
著
作
の
「
内
容
上
の
、

ン
リ
ッ
ヒ
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
裏
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

イ
ル
テ
f

ン
グ
が
、

へ
i
ゲ
ル
に
順
応
と
立
場
変
更
を
余
儀
な
く
し
て
い
く
時
期
と
考
え
た
、

ま
さ
し
く
そ
の
一
八
一
九
年
秋
か
ら
半
年
間
に
、

へ
l
ゲ
ル
が
行
な
っ

た
講
義
の
筆
記
録
を
分
析
し
た
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
は
、
ご
」
の
講
義
は
、

で
一
万
さ
れ
る
政
治
的
立
場
に
関
し
て
、
復
古
体
制
を
は
る
か
に
擁
護
し
て
い
る
と
い
う
こ



と
で
、
前
後
の
講
義
と
異
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
彼
の
理
論
の
《
リ
ベ
ラ
ル
な
》
見
解
を
許
容
し
て
い
る
点
で
は
、
他
の
講
義
課
程
を
凌
駕
し
さ
え
し
て

い可。。

ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
展
開
す
る
時
代
状
況
へ
の
順
応
(
〉
pugω
乙
口
問
)
に
つ
い
て
は
、

こ
こ
で
は
い
か
な
る
痕
跡
も
見
出
さ
れ
な
い
」
〈
出

g門片一
Y

N
∞
)
と
諮
っ

て
い
る
。
「
へ

i
ゲ
ル
は
講
義
室
で
、
歴
史
論
的
観
点
を
偽
装
し
て
君
主
の
行
為
の
自
由
を
強
調
す
る
ほ
ど
に
不
安
を
感
じ
て
い
な
か
っ
た
」
(
国
自
ユ
ハ
い
F
目立丘

の
で
あ

る。

へ
ソ
リ
ッ
ヒ
に
よ
る
講
義
録
が
出
た
今
、

一
八
一
九
年
秩
以
降
の
順
応
と
立
場
変
.
史
を
説
く
イ
ル
テ
ィ

γ
グ
の
想
定
は
、
維
持
し
が
た
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
た

だ
し
、
同
一
時
期
に
講
義
お
い
て
「
リ
ベ
ラ
ル
な
見
解
を
説
き
、
著
作
で
は
多
義
的
に
表
現
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
う
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
に
つ

い
て
は
検
閲
へ
の
配
慮
以
上
の
こ
と
を
語
る
べ
き
で
は
な
い
。
「
早
期
の
印
刷
は
へ

i
ゲ
ル
に
と
っ
て
得
策
で
な
い
も
の
に
思
え
た
」
と
推
定
し
て
も
、
「
そ
れ
は
こ
の
理

出
〔
検
閲
へ
の
配
慮
〕
か
ら
で
あ
っ
て
、
他
の
い
か
な
る
理
白
か
ら
で
も
な
い
」
(
出

g
ユハい
Y
N
G
)

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

」
の
問
題
に
つ
い
て
の
へ
ン
リ
ッ
ヒ
の

結
論
は
こ
う
で
あ
る
。
「
き
わ
め
て
あ
り
そ
う
な
こ
と
と
い
え
ば
、

へ
i
ゲ
ル
の
著
作
草
稿
は
、
そ
れ
が
同
僚
、

検
閲
官
、

上
級
当
局
の
娘
に
ふ
れ
る
こ
と
を
知
つ

か
れ
た
と
い
う
単
な
る
事
情
が
、
こ
の
草
稿
と
講
義
の
た
め
に
書
か
れ
た
草
稿
と
を
、
著
作
と
講
義
筆
記
録
の
比
較
が
示
し
た
よ
う
な
仕
方
で
、
こ
の
著
作
草
稿
に
多
く

の
特
徴
を
も
た
せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
す
べ
て
の
こ
と
は
未
済
の
ま
ま
に
し
て
お
く
べ
き
だ
し
、
そ
う
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
」
(
出

g
ユ
与
w

N
U
)

。

四

最
後
に
、
『
法
哲
学
』
の
根
本
構
想
は
き
わ
め
て
リ
ベ
ラ
ル
で
進
歩
的
で
あ
る
、

と
い
う
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
テ
ー
ゼ
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

へ
i
ゲ
ル
の
政
治
哲
学
が
リ
ベ
ラ
ル
で
あ
る
と
は
、
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
、
そ
れ
が
「
自
由
」
の
哲
学
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
「
へ
!
ゲ
ル
に
と
っ
て
根

本
的
に
問
題
と
な
っ
て
い
た
の
は
進
歩
的
政
治
理
念
で
あ
っ
た
。
:
:
:
へ
!
ゲ
ル
が

の
ど
の
章
段
の
冒
頭
で
も
自
由
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
の
は
、
偶
然
な

こ
と
で
は
な
い
」

(
H
E
5
∞J
F
H
C
H
H
・)。

さ
ら
に
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
は

リ
ベ
ラ
ル
で
進
歩
的
根
本
構
想
と
の
関
連
で
「
へ

i
ゲ
ル
の
政
治
哲
学
の
自
然
法
的
根
本
構
想
」

(
ロ
江
口
伊
一
{
司

H
O

∞)
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、

へ
i
ゲ
ル
の
哲
学
は
根
本
に
お
い
て
自
由
の
哲
学
で
あ
り

自
然
法
的
に
構
想
さ
れ
た
哲
学
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
こ
れ
が
「
順
応
い
に
よ
っ
て
吋
法
哲
学
』
に
お
い
て
は
股
妹
に
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
口

し
か
し
、
「
自
由
」
に
つ
い
て
、

イ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
こ

れ
を
現
実
的
な
政
治
党
派
的
意
味
に
お
い
て
だ
け
で
は
な
く
政
治
理
論
そ
の
も
の
に
お
い
て
語
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
し
、
ま
た
、

へ
!
ゲ
ル
も
こ
れ
に
独
自
の
意
味
を

哲
学
・
思
想
論
集
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ヘ
ー
ゲ
ル
『
法
哲
学
』
の
生
成
と
理
念

四

与
え
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
と
り
わ
け
こ
の
場
合
、
「
自
由
」
概
念
は
、

へ
l
ゲ
ル
哲
学
体
系
に
お
け
る
意
味
と
機
能
か
ら
考
え
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
問
題
を
含

ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
客
続
的
精
神
の
展
開
の
根
拠
と
し
て
の
自
由
と
い
っ
た
問
題
で
あ
る

D

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
へ

l
ゲ
ル

の
「
自
由
」
は
精
神
の
本
質
で
あ
り
、

精
神
そ
の
も
の

の
規
定
で
あ
る
。
精
神
の
自
己
展
開
は
自
由
の
実
現
で

あ
る
が
、
自
由
の
実
現
と
は
そ
の
抽
象
性
を
み
。
す
か
ら
剥
奪
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
自
由
の
現
実
的
形
態
が
国
家
で
あ
る
。
精
神
の
自
由
規
定
は
国
家
に

お
い
て
実
現
さ
れ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
人
倫
の
諸
形
態
、
家
族
、
市
民
社
会
を
含
む
主
観
的
・
客
観
的
精
神
の
諸
形
態
は
、
国
家
に
お
い
て
制
限
さ
れ
制
約
さ
れ
た
自

出
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
制
約
さ
れ
た
自
由
は
自
由
の
真
の
形
態
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
へ

i
ゲ
ル
は
、
個
々
人
の
自
由
と
い

う
個
的
自
由
は
自
由
の
真
の
形
態
と
は
み
な
さ
な
い
の
で
あ
る
。

へ
l
ゲ
ル
は
『
イ
エ
ナ
実
在
哲
学
』
(
一
人

O
五

i
一
八

O
六
)

の
中
で
、
「
個
体
性
と
普
遍
的
な
も
の

の
統
ご
を
諮
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
個
体
性
と
普
遍
的
な
も
の
の
統
一
は
、

今
や
二
重
の
仕
方
で
現
存
す
る
。

そ
れ
自
身
個
体
性
で
あ
る
普
通
的
な
も
の
の
極
に
は
、

統
治
と
し
て
現
存
す
る
が
、
こ
の
統
治
は
国
家
と
い
う
拙
象
物
で
は
な
く
、
普
遍
的
な
も
の
そ
の
も
の
を
目
的
と
し
て
も
つ
俗
体
性
で
あ
り
、
他
方
の
極
は
、
個
別
的
な

(幻〉

も
の
を
目
的
と
す
る
個
体
性
で
あ
る
。
そ
し
て
両
個
体
は
向
じ
も
の
と
し
て
存
在
す
る
」
と
述
べ
、
個
と
普
遍
の
統
一
に
お
け
る
自
由
を
描
い
て
い
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ア

に
表
現
を
み
た
、
こ
の
「
幸
福
な
自
由
」
の
実
体
に
則
し
つ
つ
、

へ
l
ゲ
ル
は
同
時
に
、
そ
こ
に
存
す
る
「
個
別
的
な
も
の
を
目
的
と
す
る
」
項
と
「
普
遍
的
な
も
の
を

目
的
と
す
る
」
項
を
、
市
民
と
国
家
と
い
う
近
代
的
差
異
と
し
て
把
握
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
近
代
が
こ
の
よ
う
な
自
由
に
対
し
て
、

フ
ラ
ン
ス
革
命
に
頂
点
を
み
る
よ

う
な
「
個
別
性
の
絶
対
的
自
己
知
、

絶
対
的
自
己
内
存
在
」

(US
巴
己
γ
ち
ωo-Es
巧一
ω
ω
g
c
q
巴
H
M
N

巳

Z
F
含
ω
与
ω
o
E
Z
目
白
色
。

Y
Z山
口
)

の
原
理
を
出
現
さ
せ
る

と
き
、
統
一
は
崩
壊
す
る
。
し
た
が
っ
て
精
神
は
、

か
く
出
現
す
る
分
裂
を
止
揚
す
る
よ
り
一
一
胞
の
発
展
を
必
然
と
す
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
へ

i
ゲ
ル
に
お
い
て
、
個

的
自
由
、
が
人
倫
的
政
治
状
況
を
基
礎
づ
け
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
イ
エ
ナ
期
に
お
け
る
近
代
目
然
法
批
判
と
表
裏
を
な
す
も
の
で
あ
っ
て
、

イ
エ
ナ
期
以
後
変
化

す
る
こ
と
の
な
い
立
場
で
あ
る
。

へ
i
ゲ
ル
は
、
「
個
別
性
の
絶
対
的
自
己
知
」
と
し
て
の
最
も
個
人
的
な
自
由
と
こ
れ
に
基
づ
く
近
代
自
然
法
と
を
否
認
し
て
、

そ
の

よ
う
な
、
個
人
に
全
く
依
拠
す
る
こ
と
の
な
い
「
自
由
」
概
念
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、

「
自
由
」
の
哲
学
が
「
自
然
法
的
根
本
構
想
」
を
基
礎
に
し
て

い
る
と
い
う
場
合
、
そ
こ
に
近
代
的
な
個
人
主
義
的
自
然
法
を
考
え
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

イ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
は
、

「
リ
ベ
ラ
ル
」
と
「
自
由
」
と
「
自
然
法
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
が
、

理
性
の
実
現
日
自
由
の
実
現
と
い
う
包
括
的
な
政
治
的
表
現
に

包
み
こ
ま
れ
て
い
て
、
そ
の
意
味
、
が
必
ず
し
も
明
瞭
に
さ
れ
て
は
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

『
法
哲
学
』
に
お
け
る
「
自
由
」
概
念
は

へ
l
ゲ
ル
固
有
な
理
論
的
意



味
で
展
開
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
「
リ
ベ
ラ
ル
」
と
「
順
応
」
を
推
理
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
か
ら

R
・
ホ
ル
ス
ト
マ
ン

も
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
「
自
由
」
概
念
の
扱
い
に
つ
い
て
こ
う
語
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
近
代
自
然
法
批
判
か
ら
獲
得
さ
れ
た
へ

i
ゲ
の
自
由
概
念
か
ら
、

(
M
M
)
 

て
へ

l
ゲ
ル
政
治
哲
学
の
リ
ベ
ラ
リ
一
ア

l
ト
が
推
論
さ
れ
う
る
の
か
は
、
見
る
の
に
む
つ
か
し
い
こ
と
で
あ
る
」
と
。

い
か
に
し

リ
ベ
ラ
リ
テ

i
ト
は
、

「
自
由
」
を
語
る
こ
と
そ

の
も
の
の
う
ち
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、

イ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
へ
1

ゲ
ル
の
「
宿
命
的
陵
味
さ
」
だ
と
指
摘
す
る
、
国
家
と
倫
理
、
存
在
と
当
為
の
問
題
の
う
ち

へ
i
ゲ
ル
の
本
質
な
い
し
新
し
い
固
有
性
が
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

イ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
「
宿
命
的
綬
昧
さ
い
と
よ
ん
で
例
示
し
た
の
は
、
『
法
哲
学
』
の
「
人
倫
」
の
章
の
次
の
こ
と
ば
が
あ
る
。

し
か
し
内
在
的
で
首
尾
一
貫
し
た
義
務
論
は
、
自
分
の
理
念
に
よ
っ
て
必
然
的
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、

し
た
が
っ
て
、
こ
の
理
念
の
全
展
開
で
あ
る
国
家
に
お
い
て
現

実
的
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
そ
の
諸
関
係
の
展
開
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
(
何
事
司

ω
ば∞)。

へ
!
ゲ
ル
が
こ
こ
で
語
っ
て
い
る
義
務
論
は
、
「
道
徳
主
観
性
の
空
虚
な
原
理
」
で
は
な
く
、
「
客
観
的
で
あ
る
よ
う
な
倫
理
的
義
務
論
」
で
あ
る
。
こ
の
文
章
に
つ
い

て
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
、
こ
の
義
務
論
は
「
完
全
な
国
家
の
理
念
が
問
題
の
場
合
に
は
こ
の
よ
う
に
い
え
る
と
し
て
も
、
倫
理
規
範
が
そ
の
都
度
経
験
的
に
与
え
ら
れ
て
い

る
国
家
の
規
範
体
系
か
ら
導
か
れ
る
場
合
に
は
、
全
く
承
認
し
が
た
い
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
諮
り
、

さ
ら
に
、

へ
l
ゲ
ル
は
「
存
在
と
当
為
、
現
実
と
理
性
の
分
離
の
承

認
を
き
わ
め
て
は
っ
き
り
拒
否
し
た
の
で
、
彼
は
つ
ね
に
体
制
追
従
主
義
の
思
想
家
で
あ
る
と
い
う
嫌
疑
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
(
ロ
門
吉
F
F
H
H
C
ご
と
述
べ
て
い
る
。

へ
!
ゲ
ル
は
存
在
と
当
為
の
統
一
を
説
く
。
し
か
し
、
存
在
と
当
為
の
分
離
を
拒
否
す
る
か
ら
嫌
疑
を
受
け
る
と
い
う
い
い
方
は
、

イ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
一
つ
の
解
釈
に
す

ぎ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
「
統

」
は
へ

i
ゲ
ル
の
発
想
の
根
幹
に
か
か
わ
る
こ
と
で
、
状
況
追
随
を
意
味
す
る
単
な
る
「
和
解
」
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

へ
i
ゲ
ル
は
当
為
を
、

カ
ン
ト
的
「
道
徳
主
観
性
の
空
虚
な
原
理
」
に
お
け
る
よ
う
に
、
存
在
や
歴
史
と
の
対
立
に
お
い
て
考
え
て
は
い
な
い
。
逆
に
存
在
が
当
為
を

基
礎
づ
け
る
と
い
う
発
想
を
す
る
。
す
で
に
イ
エ
ナ
初
期
に
、
あ
る
べ
き
人
間
の
本
性
と
い
う
意
味
で
の
純
粋
な
人
間
本
性
、
そ
う
し
た
普
遍
的
概
念
は
、
時
代
精
神
に

規
定
さ
れ
歴
史
的
に
自
覚
さ
れ
て
自
己
形
成
を
遂
げ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
が
、
こ
こ
で
も
へ

l
ゲ
ル
は
、
当
為
や
規
範
は
つ
ね
に
歴
史
的
に
自
己
形
成
す
る
動
的
現

突
の
運
動
に
お
い
て
自
覚
さ
れ
る
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
諮
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
存
在
は
所
与
の
事
実
で
は
な
く
、

た
え
ず
可
能
性
に
む
か
つ
て
生
成
す
る
運
動
態
で

哲
学
・
思
想
論
集

第
十
二
号

五



へ
i
ゲ
ル
『
法
哲
学
』
の
生
成
と
理
念

ー_._
ノ下、

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
存
在
と
当
為
の
分
離
は
、
再
び
カ
γ
ト
的
二
元
論
に
陥
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

へ
i
ゲ
ル
は
こ
の
二
元
論
の
克
服
と
し
て
「
統
ご
を
考
え
て

い
る
の
で
あ
る
。
義
務
論
は
「
国
家
に
お
い
て
現
実
的
で
あ
る
と
こ
ろ
の
諸
関
係
の
展
開
で
あ
る
」
と
い
う
表
現
は
、

し
た
が
っ
て
、
二
元
論
を
前
提
と
し
た
現
実
追
随

主
義
を
表
わ
す
も
の
で
は
な
く
、
二
元
論
そ
の
も
の
を
突
破
す
る
局
面
を
物
語
っ
て
い
る
。

ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
は
理
性
H
現
実
の
二
重
命
題
に
つ
い
て
、
こ
の
思
想
は
「
理
性
形
態
の
現
実
へ
の
運
動
と
現
実
的
な
も
の
の
理
性
形
態
へ
の
運
動
を
理
性
過
程
の
こ
つ
の

側
面
と
し
て
把
え
る
」
(
出
σ
ロ
ユ
己

f
E
)
思
想
で
あ
る
と
諮
問
っ
た
が
、
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、

存
在
と
当
為
の
両
者
が
相
互
に
浸
透
し
流
動
化
し
て
い
く
生
成
の
運
動
の

場
と
し
て
の
現
実
に
お
い
て
、
当
為
は
諮
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
、

カ
ン
ト
的
(
あ
る
い
は
近
代
的
)
当
為
に
対
す
る
へ

i
ゲ
ル
の
理
論
的

批
判
の
表
現
を
、
歴
史
的
、
政
治
的
に
考
え
て
い
る
。
も
し
へ

i
ゲ
ル
の
理
論
的
苦
一
口
表
を
歴
史
的
政
治
的
に
問
う
と
す
る
な
ら
ば
、
状
況
と
へ

l
ゲ
ル
個
人
と
い
う
関
係

か
ら
で
は
な
く
、
歴
史
的
状
況
に
直
面
し
て
獲
得
さ
れ
た
思
想
的
成
果
と
い
う
場
面
か
ら
批
判
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

* 

* 

+を

さ
て
、

へ
i
ゲ
ル
法
哲
学
に
関
す
る
全
資
料
(
講
義
録
)
が
出
揃
い
、
画
期
的
な
イ
ル
テ
ィ
ン

グ
の
問
題
提
起
と
そ
れ
に
対
す
る
批
判
も
明
ら
か
に
な
っ
た
今
、

イ
ノレ

テ
ィ
ン
グ
が
諮
る
よ
う
に
、

へ
i
ゲ
ル
『
法
哲
学
』
の
今
後
の
検
討
に
は
、
少
な
く
と
も
『
法
哲
学
』
に
も
先
立
つ
一
一
一
つ
の
講
義
録
の
研
究
が
不
可
欠
と
な
る
が
、

し
七、

し
そ
れ
は
、

「
変
造
さ
れ
た
『
法
哲
学
』
の
テ
キ
ス
ト
の
信
恋
性
が
否
認
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」

Q
P
E
F
F

尽
O
)

か
ら
で
は
な
く
、

こ
れ
ま
で
未
知
で
あ
っ
た
資
料
も

含
め
た
全
資
料
の
体
系
的
理
論
的
再
検
討
を
迫
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
イ
エ
シ
ュ
ケ
は
、
今
後
の
へ

i
ゲ
ル
法
哲
学
研
究
に
つ
い
て
な
さ
れ
る
べ
き
四
つ
の
方
向

を
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
付
法
哲
学
の
時
代
の
政
治
的
現
実
と
の
対
決
、

ω論
理
的
体
系
的
、
も
し
く
は
発
展
史
的
観
点
に
お
け
る
そ
の
構
想
の
内
在
的
批

判
、
同
法
哲
学
の
影
響
作
用
史
の
分
析
に
よ
る
そ
の
政
治
的
合
意
の
一
再
検
討
、
制
こ
の
合
意
お
よ
び
法
哲
学
の
構
想
の
理
論
的
実
行
能
力
に
関
す
る
他
の
理
論
的
傾
向
と

(
出
)

で
あ
る
。
本
小
論
は
統
稿
に
お
い
て
、

の
対
比
に
よ
る
分
析
、

へ
l
ゲ
ル
の
法
哲
学
構
想
の
根
底
を
な
す
理
念
を
、
同
時
代
の
政
治
的
思
想
的
現
実
と
の
関
連
に
お
い
て

発
展
史
的
に
分
析
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
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Die Entstehung und die Idee von Hegels Rechtsphilosopie (1) 

一-Krikikan Ilting=These--哲
学
-
思
想
論
集

Tatsuo MIZUNO 

K-H. Iltings Edition “Hegel， Vorlesungen uber Rechtsphilosohie 1818-1831" in 

4Bde， c1ie im ]ahre 1973 unc1 1974 verり任entlichtwurc1e， hat das wichtige Problem 

zur Entstehunsgeschichte c1er Hegels Rechtsphilosophie gestellt， namlich clas Problem 

der Umarbeitung cler Rechtsphilophie von 1820 durch“Akkommodation." Diese Iltings 

Eclition war， nach H. Ottmann， eines der Ereignisse cler Hegelforschung in cliesem 

]ahrhunclert. 

Aber im ]ahre 1983 sincl zwei ganz neue Vorlesungsnachschriften uber Hegels 

Rechtsphilosophie aus Wintersemester 1819/20 in Berlin uncl aus Heiclelberger Zeit， 

die in der I1tings Eclition noch nicht enthalten wurden， verりffentlichtworclen. Nlln 

haben wir alle Nachschriften von Vorlesllngen uber Rechtsphilosophie， c1ie insgesa・

mmt siebenmal in Heiclelberger llnd Berliner Zeit gehalten wurclen， unc1 also mus-

sen wir c1as Problem， clas vor fast 10 Jahre Ilting gesteUt hat， uncl auch clie kritiken 

claran auf Grllnd dieser nellen Quellen zusammenfassen， lIm Hegels Rechtsphiloso叫

phie weiter von neuem llnter den allsetigen Perspektiven zu untersllchen. Besonclers 

mussen wir clie Diskussion uber die Beclelltung des Iltings Problems in Beziehung 

auf Hegels systematische Konzeption cler Rechtsphilophie untersllchen， weil diese 

Diskussion， wie W. Jaeschke sagt， bisher sich zumeist allf der Ebene cler Konfron-

tation cler Rechtsphilosophie mit cler politischen Wirklichkeit cler Zeit I-Iegels bewegte 

II日dsie noch auf clie Frage nach cler Einstellung cles Indiviclllums Hegels verkurzt 

wllrcle. Diese Abhancllung macht eine der Grundlage clafur aus， Hegels Rechtsphilo-

sophie auf Grund solcher neuen Quellen theoretisch uncl umfassencl wieder Zll unter-

suchen. 
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